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京都府中小企業団体中央会

言い逃れ　遊び半分　軽はずみ　もっと重いぞ　心と生命
京都人権啓発推進会議／京都府中小企業団体中央会

第73回 中 小 企 業 団 体 全 国 大 会
“人を「絆ぐ」・組織を「結ぶ」・地域を「紡ぐ」”

～ポストコロナは変革の時代、連携と革新で躍進する中小企業へ！～
in　神奈川県

※全国大会の詳細は、Ｐ６をご覧ください。
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中央会NEWS中央会NEWS
消費税『インボイス制度』対策セミナーを開催

　令和５年10月より導入される適格請求書等保存方式（インボイス制度）は、消費税の課税事業者だけでなく免
税事業者を含めて、多くの事業者に影響があることから制度の内容を知ることが不可欠であり、インボイス制度の
概要と組合や中小企業・小規模事業者に対するその影響、対策等を理解するため、あおい税理士法人の税理士�木
村剛士氏を講師として、会場参加とZoom参加のハイブリッドでセミナーを開催、合わせて100名を超える聴講が
あった。
　セミナーでは、基本的な消費税の納税のしくみについての解説と現在の制度では流通過程の事業者に免税事業者
がいた場合、消費者が負担した消費税の一部が国に納税されず、免税事業者の利益になっていることから、免税事
業者へ支払った消費税を仕入税額控除できなくする手段としてインボイス制度が導入されたという経緯についての
説明、また、この制度が導入されることにより免税事業者の取引先としての排除等の想定される影響や制度に対応
した事務処理等の対策についての説明が行われた。
　聴講者にとって、2年後の10月に導入される消費税に係る新たな制度についての理解が得られる有意義なセミ
ナーであった。

　※�セミナーのテキストに使用された国税庁発行の「適格請求書等保存方式の概要�〜�インボイス制度の理解のた
めに�〜」　ＱＲコードからダウンロードできます。

　https://www.nta.go.jp/taxes/shiraberu/zeimokubetsu/shohi/keigenzeiritsu/pdf/0020006-027.pdf　⇒

セミナーの様子セミナー会場 木村剛士税理士 冊子「適格請求書等保存
方式の概要」
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外国人技能実習生受入事業講習会
　外国人技能実習監理団体の許可を受けている府内の組合を対象に、11月４日（木）に「外国人技能実習制度適
正化事業講習会」を開催した。京都経済センターと舞鶴21ビル（同時オンライン配信）を会場に、監理団体・行
政関係者等50名が参加した。
　講習①では、外国人技能実習機構の概要、技能実習制度運用要領の主な改正内容等について、外国人技能実習機
構大阪事務所の吉川係長、小路主任から丁寧な説明があった。講習②では、京都労働局の熊谷特別司法監督官より、
技能実習生が適用される法律、労働基準監督署が行う臨検監督、技能実習の適正な実施・実習生のより良い環境作
りに関し、わかりやすく説明があった。それぞれの講習で監理団体における技能実習制度の適正な運営に役立つ情
報の提供がなされ、講習会終了後も個別に相談される組合があるなど、参加者は熱心に聴講されていた。

　　　『助け合いプラットフォーム』の成果事例を紹介します！
　中央会の「助け合いプラットフォーム」に登録いただいた「お困りごと」を、組合同士での「助け合い」と中央
会の連携コーディネーターによるマッチング支援で解決した成果事例をいくつかご紹介します！
　同業種連携だけでなく、業界の枠を超えた連携で組合-組合会員の抱える課題の解決を支援しますので、ぜひ「助
け合いプラットフォーム」をご活用ください！

【専用サイト】https://tasukeai.chuokai-kyoto.or.jp/tasukeai
【お問い合わせ】０７５－７０８－３７０１（担当：連携応援チーム　石田・中尾）

＜新分野進出に異業種連携を活用！＞
　�　協同組合ライフサポートの関連企業が大学と共同で健康食品の開発をしていました
が、今まで食品製造関係との接点がなかったため、商品化にあたって試作や製造の依頼
先を探していました。
　�　連携コーディネーターが仲介役となり、食品製造関係の協同組合を通じて事業所を紹
介し、異業種での連携につながりました。現在共同で試作を重ねており、商品化に向け
て事業が進行しています。

＜組合間で連携！枠を超えた研修事業の実施！＞
　�　全京都建設協同組合が助け合いプラットフォームに掲載していたセミナーの開催要望
をきっかけに、中央会の連携応援チームが建設業界に詳しい中小企業診断士を講師とし
て紹介するとともに、京都府電気工事工業協同組合にも声掛けをして、「コロナ禍での
経営戦略」をテーマに研修事業を連携して実施しました。

＜異業種連携で新たな販路の開拓を！＞
　�　綾部鉄工工業協同組合の波多野理事長と京都青年中央会の河津会長（京都府塗装工業
協同組合）が新商品開発と新たな販路開拓を目的に業界を超えた連携を実施し、特殊塗
装を金属に施した見本品を作製しました。
　�　塗装と鉄工による前例のないコラボレーションで新商権獲得に向けて取組みを進めて
います。

＜業界を超えた助け合いで物販支援！＞
�　�　新型コロナウイルスの影響でインバウンド・観光客の激減により、苦境に陥っていた
土産物業界において、宇治観光土産品組合で組合員商品の詰め合わせセットをネット販
売していました。
　�　業界の枠を超えた物販支援を行い、会員組合の定期発送にチラシを同封してもらった
ほか、女性中央会や青年中央会でも案内をするなど、幅広い販売促進を実施しました。

　　　『助け合いプラットフォーム』の成果事例を紹介します！
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　京都府と一般社団法人京都府食品産業協会では、「産・学・公」の連携により「食」に関わる多様な業種が交流し、
新たな発想を創発することにより、新商品・新サービスの創出を推進することを目的として『京都食ビジネスプラッ
トフォーム』を設立しました。
　本プラットフォームでは、業種を超えた参加者同士の交流・連携を図るとともに、食に係る研修会や補助事業等
の情報提供等の事業を実施することを計画しています。その第一歩となるキックオフイベントとして、令和3年11
月2日（火）にホテルルビノ京都堀川及びオンラインで開催し、102名が参加しました。
第１部では西脇隆俊京都府知事からのビデオレターの後、京都府農林水産部�小瀬副部長から当事業について説明
が行われました。また、本事業は「地域食農連携プロジュクト推進委託事業実施主体（中央LFP）」と連携・調整
を行う必要があり、中央LFPの長谷川プロデューサーより、今後の事業展開について説明されました。
　第２部では、「保存技術」をテーマに戦略会議が実施され、基調講演として一般社団法人食品衛生プロフェッショ
ナルズの広田代表理事より殺菌の技術について講演した後、技術提供企業４社より各社が所有する保存技術につい
てプレゼンテーションが行われ、その後、保存技術毎のグループに分かれてグループワークを行い、自社の商品が
これらの技術を用いてどのように活用できるかについて協議する機会を設けました。
　今回のキックオフイベントでは非常に多くの参加者が積極的に意見交換・交流を行い、参加者から「各社の新し
い技術を学ぶいい機会になった」との声があがるなど新たなビジネスモデルの構築を図るための有意義な機会を創
出することができました。
　本プラットフォームは、中長期的な支援施策として今後も継続的に実施いたしますので、興味を持たれた組合や
組合員は、各種企画事業に、奮って御参加いただければ幸いです。

【京都食ビジネスプラットフォーム】 キックオフイベントの開催
～協賛企業による保存技術の講演およびグループワークの実施～

西脇隆俊知事による
ビデオレターの開会挨拶

ビデオレターの開会挨拶
代表理事 広田　鉄磨　氏

（一社）京都府食品産業協会
会長　山本　隆英　氏

会場風景保存技術（フレッシュママ）の展示

個別労働関係紛争解決制度(個別あっせん)のご案内
　配置転換や退職で合意に至らない、又は条件が折り合わない場合、パワハラ被害に対する紛争が生じた場合等、
事業主と労働者の間の労働条件等に関するトラブルの円満解決に向け、労働問題に経験豊かな公平・中立の立場の
あっせん員が労使の話し合いをサポートします。

手続は簡単・迅速・無料・秘密厳守で
納得できる解決を目指します

※�中丹・丹後地域からのあっせん申請については、福知山市ほか現地におい
てあっせんを開催します。あっせん員や事務局職員が、あっせんの都度、
現地に出向いて行います。

　【お問い合わせ】〒602-8054�京都市上京区出水通油小路東入　京都府庁西別階４階�
　　京都府労働委員会事務局総務調整課　　�������������������������
　　http://www.pref.kyoto.jp/kyoroi/11000006.html
　　TEL�075-414-5733��受付日時：毎週月〜金曜日の8:30〜17:15（祝日、年末年始を除く）
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京都府中央会　ＩＴコーディネータ　船本芳孝

京都市内で花屋を営むNさんは贈答用を中心に大手を超える独自のサイトを新たに構築し集客したいと計画して
いた。独自のサイトとはユーザー自身がネット上で贈答用に花の選択、ラッピング、宛名札の選択が行える仕組み
である。普通のサイトのように色や輪数ごとに商品をたくさん並べるのではなくユーザーが輪数や色やラッピング
を指定することにより、その通りに画面上に描画する方法である。宛名札はフォントを指定でき横書き縦書きを選
択できる。
花の色をピンクと指定すれば画面上の花はピンクに変わる。白と指定すれば白に変わる。リボンや包装用紙もい
くつかある中から選べばその色に描画され贈るイメージが画面上に出来上がる。
このサイトから注文すれば注文内容は花の生産者と花市場とに共有され迅速な現物出荷と売買処理が可能にな
る。生産者には必要に応じ出荷の実物の画像を注文者とNさんに送ってもらい出荷ミスを防ぐ。
日頃リアルに店舗を経営するNさんは地域に親しまれる花屋さんとして多忙であるが、自身の贈花への想いを初
めて作るサイトに活かした。アットホームなサイトでユーザー自身が描画できる手作り感はNさんならではのこだ
わりである。
ECサイトの構築はSaaSのshopifyを利用することにした。ユーザーからの注文ごとに担当生産者へ「発注から
配送」までのオーダーメールを送信し、同時に花市場にも専用フォーマットで送信する。この仕組みでユーザーと
店舗と生産者をワンフローに近い形で繋げることができた。
商品購入画面では「花の色･ラッピング･リボン」が選択式でカスタマイズできるようにした。ユーザーにはこの
サイトが贈花をする時の特別な場所であることを訴求する。
コンセプトは誰かに花を贈ろうと思った人がお店に入ったような感覚で贈る花や輪数を決められることであり、
そこから贈る人に新たな物語の始まりを感じさせることである。友人に何かうれしいことがある時、家族に何か特
別の記念日が訪れた時、花を贈ることで人は更に喜び合える。日本全国のそんな人たちがhappyな物語を作り出
せる場所を提供したい。そんなNさんの想いがサイトの中に広がっている。

　ITコーディネータから一言
　　�ECサイトに商品を並べるのでなく、ユーザーの手作り感をサイトの機能にもたせたことが評価できる。
　　生産者が必要に応じ事前に現物の画像をメールで顧客に配信するなどの心配りも秀逸である。

デジタル化への取り組み事例紹介
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令和3年度 京都府中小企業関係定例表彰
　京都府内における中小企業の組織の一層の強化、中小企業従業員の資質の向上及び中小企業の経営･技術の改善
等の促進･啓発を図ることを目的として、京都府が毎年実施している京都府中小企業関係定例表彰が、11月25日
（木）に開催され、本会会員から下記の組合･組合関係者が表彰の栄に浴されました。（本会関係のみを掲載。）

（順不同・敬称略）
特別優良組合
　京都誂友禅工業協同組合� 京都三条会商店街振興組合
優良組合
　京滋舞台芸術事業協同組合� パレット河原町商店街振興組合� 京都市交通広告協同組合
　京七宝協同組合� 京都山城造園協同組合
組合功労者
　小坂　厚史（京都府繊維染色工業組合）
組合優良職員・従業員
　越智和子（京都府電気工事工業協同組合）� 鹿野光生（京都友禅協同組合）� 西田新吾（東和企業組合）
　公文昌代（舞鶴かまぼこ協同組合）
　� 　

令和3年度 京都府産業功労者表彰
　商工業団体の運営や事業活動を通じ、京都府の産業の発展に大きく貢献された方々を表彰する京都府産業功労者
表彰式が11月17日（水）に開かれ、本会会員から下記の組合･組合関係者が表彰の栄に浴されました。（本会関係
者のみを掲載。）

（順不同・敬称略）
　岡安　庄治　綾部ショッピングセンター協同組合　　理事長� 田中美保子　　御薗橋801商店街振興組合� 理事長
　谷口　忠弘　協同組合加悦谷ショッピングセンター　理事長� 土谷　　徹　　京都府陶磁器協同組合連合会� 組合員
� � � � � � � � 　　　　　　　京都日吉製陶協同組合� 元理事
　福井　基之　京都名産品協同組合　　　　　　　　　組合員� 山中　泰宏　　京都府鍍金工業組合� 元理事
　山𦚰　康彦　一般社団法人京都府中小企業診断協会　会　長

“人を「絆
つな

ぐ」･組織を「結
むす

ぶ」･地域を「紡
つむ

ぐ」"〜ポストコロナは変革の時代、連携と革新で躍進する中小企業へ!
〜を大会テーマに、中小企業団体全国大会が11月25日（木）、横浜市「パシフィコ横浜　国立大ホール」におい
て開催され、全国から中小企業団体の代表者約1,700名が参集した。
森洋全国中央会会長より開会挨拶が述べられた後、萩生田光一経済産業大臣、後藤茂之厚生労働大臣などのご来
賓より祝辞やビデオメッセージが贈られ、黒岩祐治神奈川県知事、山中竹春横浜市長より歓迎の挨拶が述べられた。
大会は、坂倉徹神奈川県中央会副会長が議長に、平栄三千葉県中央会会長、石丸忠重長崎県中央会会長がそれぞ
れ副議長に選任されて議事が進行し、中小企業･小規模事業者等の経営強靱化･成長促進支援等の拡充、中小企業･
小規模事業者の実態を踏まえた労働･雇用･社会保険料対策の推進、中小企業･小規模事業者の積極的な事業活動を
支える環境整備など21項目を決議した。
また、決議に際し、布川徹徳島県中央会会長より意見発表が行われ、満場の賛同を得て決議案は採択、さらに、
本大会の意義を内外に表明するため、碇谷友貴神奈川県青年中央会会長が、「大会宣言」を高らかに宣しました。
次期全国大会については、長崎県において開催することを発表し、大会旗が森洋全国中央会会長から石丸忠重長
崎県中央会会長へ継承され、同会長が次期開催地として挨拶を行った。
これと併せて本大会では、優良組合（35組合）、組合功労者（76名）、中央会優秀専従者（20名）の表彰が執
り行われ、京都府においては組合功労者として、京都府中小企業女性中央会の伊庭節子会長、全京都個人タクシー
共済協同組合の小野高明理事長、京都府菓子工業組合の横山長尚理事長、東和企業組合の重田和男専務理事が全国
中小企業団体中央会会長表彰を受賞された。
また、京都からは阪口雄次会長をはじめ9名が大会に参加した。

第73回中小企業団体全国大会

大会会場前にて

中華街（朝陽門）

全国大会会場

受賞された
横山長尚理事長

受賞された
重田和男専務理事
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■経営環境は依然として厳しく

業界景況天気図 概　　　　況

全　体
9月�→10月
　　

　緊急事態宣言が解除され、一部の業界では持ち直しの動きが見られるものの、大きく落ち込んだ状況か
らの本格的な回復には時間を要する。また、消費の低迷、原油価格、原材料価格の高騰及び調達困難な状
況は続いており、中小企業を取り巻く経営環境は依然として厳しい状況にある。

製造業

9月

↓
10月

繊維工業
　　

　生糸価格は円安とも相まって依然として高値が続き、また原油価格の高騰で加工コストが上昇しており、
先行きは予断を許さない状況にある。

出版・印刷
　　 　緊急事態宣言がようやく解除され、日常が戻りそうで戻ってこない様子である。

鉄鋼・金属
　　

　全体として10月度の景況は停滞気味であり、特に自動車関係が悪い。半導体不足によるカーメーカー
の生産調整が長引き、受注はあるが生産ができず売上が減少している。また、原材料の価格高騰で収益状
況も悪くなってきている。

一般機械等
　　

　売上高は上昇に転じているが、原油、金属等材料の高騰が製造原価を押し上げており利益を大きく圧迫
している。半導体関連部品の調達難が顕在化しており、現状は在庫で対応しているが今後の悪影響が避け
られない。

その他製造業
　　

　紙製容器製造業では、緊急事態宣言の解除を受け、菓子、お土産、イベント関連の受注が回復傾向にあ
る。プラスチック製品製造業では、個別に見ると増収のところが多いが、業界の景況としては不変である。
原材料の入手難が未だ続いている。

非製造業

9月

↓
10月

卸　　売
　　

　化学製品卸売業では、染料、薬品、樹脂等全て値上げとなり、荷物もコンテナ不足からなかなか海外か
ら入ってこない。繊維・衣服等卸売業では、新型コロナウイルス感染者数の急拡大により市場が停滞し、
昨年にも増して厳しい状況となったが、その後の急速な感染者の減少に伴い、直近では売上は回復傾向に
ある。

小　　売
　　

　食肉小売業では、食肉の原料高が続き利益が確保しづらい状況が業界全体で続いる。また、原油高も輸
送コストの上昇など経営を圧迫することが今後も懸念される。

商 店 街
　　

　10月に入っても様々な物の値上がりが続いている。野菜は少し落ち着いたが、牛肉類の値上がり、ガ
ソリンの値上がりによる仕入れ送料の値上がり等、益々消費者の財布の紐が固くなり景況は悪化している。

サービス
　　  

　緊急事態宣言が解除され、他府県ナンバーの車も見かけることが多くなってきた。また、修学旅行生も
前半はまだまだ少なかったようだが、後半からは多くなってきた。ただ、観光バスを利用されているのは
ほぼ修学旅行で、観光バスで来られる団体の一般観光客はまだあまり見かけることはない。これからの紅
葉シーズンに期待している。

建　　設
　　

　建築資材の流通が悪化しており、各資材が値上がりしてきた。特に、国産の木材の流通の改善が急がれ
るのではないかと思われる。

運　　輸
　　

　道路旅客運送業では、徐々にではあるが日中の観光客が増加傾向に転じ、夜の顧客も深夜にまでは至ら
ずも回復傾向にある。タクシーにとって日中の個人や団体の観光客、遅い夜の時間の顧客が動き出さない
と本来の稼働や売上には結びつかない。

中小企業団体情報連絡員10月分報告より【前年同月比】京都経済お天気

　　 　　 
快晴
� DI値�40以上

晴れ
� 20〜40未満

くもり
� 20未満〜△20未満

小雨
� △20〜△40未満

雨
� △40以上

※ DIとは、Diffusion Index（ディフュージョン・インデックス）の略で、好転（増加・上昇）したとする割合から、悪化（減少・低下）
したとする割合を差し引いた値です。
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表紙タイトル「協同」背景色は、京都府印刷（工）が京にゆかりのある名前を
付した12色を創作したうちの「東寺の五重塔色」です。

◆◆◆ 新加入会員紹介（令和3年11月加入） ◆◆◆
※掲載につきましては、掲載のご承諾を頂いた会員及びその内容を掲載しております。

一般会員

会 員 名� モータープール広小路協同組合

所 在 地� 京都府福知山市駅前町196-6

代 表 者� 代表理事　吉田　博

設 立 年 月� 昭和42年12月

組合員資格� 組合の地区内に事業所を有すること

組 合 員 数� 11名

京都府中央会メールマガジン
ＫＣインフォメーション配信登録募集中！
■配信日　月3回（10日・20日・末日）
　　　　　※�但し、配信日が土・日・祝日の場合は、
　　　　　　原則としてその前日に配信
■登録方法　京都府中央会ホームページ「メルマガ配信サービス」よりご登録下さい。
　　　　　URL　http://www.chuokai-kyoto.or.jp/

月刊中小企業連携組織活性化情報　
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